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研究実績 

の概要 

周期構造の電磁波散乱理論では，グリーンの定理から，エネルギー保存則と相反性定理

が導かれる．周期構造による電磁波散乱の解析には様々な数値解析法が提案され，数値結

果の精度を確認するために，エネルギー保存則がよく用いられている．ところが，損失媒

質を含む場合には，エネルギー保存則は成立しない．一方，相反性定理は無損失媒質の場

合だけでなく，損失媒質を含む場合にも成立する．相反性はエネルギーの流れや，全ての

界（伝搬波及び，エバネセント波）を扱うことができる散乱因子に現れる． 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

そこで本研究では，損失媒質層を含む誘電体回折格子による散乱界の数値精度につい

て，全ての界を扱うことができる散乱因子を適用した行列固有値法を用いて，相反性定理

と散乱因子を用いて評価した．図 1のような厚さd2 の損失媒質層を含む誘電体回折格子

のよる 2次元の電磁波散乱問題を考え，まず，エネルギーの流れに関する相反性，つまり

伝搬波入射に対する反射回折効率，透過回折効率の相反性を数値計算により明らかにし

た．次に，エバネセント波を含む全ての界の相反性を検討し，数値計算により明らかにし

た．さらに，相反性を用いて数値解の精度を評価することを提案し，申請者らが提案して

いる行列固有値法による数値解の精度を示した． 

 

図1 損失媒質層を含む誘電体回折格子による電磁波散乱問題 
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